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新年度始動・・・ 

医療機関様からのご紹介・お問い合わせは 

地域連携センター　電話　025-524-3000(代表)　ＦＡＸ　025-524-3140 (直通)まで 

　平成18年新築移転から7年目を迎え平成24年度上越総合病院は新た
なメンバーで稼働し始めました。 
地域連携センターも機能の充実を図るべく毎日試行錯誤し、調整しな
がらの日々を送っております。 
春の地域センター便りのテーマは「新たな上越総合病院」と題し地域
の皆様に新しい顔を紹介する事に致しました。 
課題は多く多くの方に教えて頂きながら地域の皆様と顔の見える円滑
な連携を目指し日々活動していきたいと考えております。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

写真２段目左より　渡部医事課長　笠井総務課長　黒山老健責任者　内山薬剤部長　 

　　　　　　　　　相田副院長　藤田外科部長　岩崎副看護部長 

　　１段目左より　清水事務長　外山病院長　細谷看護部長　篭島副院長　 
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小児科医長　高橋　早織（たかはし　さおり）　　　 

新任医師のご紹介 

麻酔科医長　朝日　丈尚（あさひ　たけひさ）　　　　 

　以前、平成20年度に一年間勤務させていただきま
したが、またお世話になります。上越の子供達のため
に少しでも役に立てたらと思います。よろしくお願い
します。 

循環器内科医師　正印　航（しょういん　わたる）　　　　 

放射線治療医師　引間　高太（ひきま　こうた）　　　　 

歯科医師　三浦　嘉麿（みうら　よしまろ）　　　　 

　４月から放射線治療科にて勤務させて頂いており
ます引間高太と申します。新潟県新潟市生まれで新潟
県上越市で育ちました。まだ駆け出しの状態ですが、
放射線治療によって地域の医療に貢献したいと思っ
ておりますのでよろしくお願い致します。 

　この度研修医を卒業し、循環器内科医として勤務する
こととなりました。引き続きよろしくお願い致します。 

　４月より麻酔科医として勤務させて頂いております。
どうぞよろしくお願い致します。 

4月より５名の新しい先生方を迎えました。　　　　 

　4月より上越総合病院に赴任しました。以前は口腔外
科に約5年間在籍しておりました。宜しくお願いします。 
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放射線治療講演会について 

医療機関様からのご紹介・お問い合わせは 

地域連携センター　電話　025-524-3000(代表)　ＦＡＸ　025-524-3140 (直通)まで 

　今年２月と３月に、当院で放射線治療に関する講演会が開催さ
れました。 
　２月の講演は、放射線治療装置を２０数台保有し、世界トップ
クラスのがん専門病院として知られているテキサス大学附属ＭＤ
アンダーソンがんセンター医学物理士コート先生をお招きし、食
道がんの治療と今後についてご講演頂きました。 
　３月は、諏訪赤十字病院の放射線治療専門医五味光太郎先生を
お招きし、肺がんの体幹部定位放射線治療についてご講演頂きま
した。 
ＰＥＴ（ポジトロン断層法）を利用した診断から、化学療法併用
まで、とても理解しやすいお話でした。 
　皆様方のご協力の下、当放射線治療科も８月で３年目を迎えま
す。患者様に安全で安心な放射線治療を提供できるよう努力して
いきたいと考えます。今後とも、ご理解とご協力の程、宜しくお
願い申しあげます。 

　（２月１５日コート先生講演会の様子） 
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介護老人保健施設「アルカディア上越」 

Ｈ22年７月に開設し、まもなく2年になります。 
病院併設の施設でもあり、重度要介護者の割合
も高くなっていますが、利用者・家族が安心し
て利用していただける施設であるよう心がけて
います。 
先生方にはご迷惑をおかけしたこともあったか
と思いますが、これからもよろしくお願いいた
します。 

上越総合病院居宅介護支援事業所 

訪問看護ステーション「テンダー上越」 

　居宅介護支援事業所では、３名の介護支援専
門員〈ケアマネージャー）がいます。要介護者の
在宅ケアプランの作成を行っていますが、医療
依存度の高いご利用者が多いのが特徴です。こ
のため、当院や訪問介護ステーション「テン
ダー上越」の職員とも連携をとりながら、業務
を行っています。ご利用者、ご家人のＱＯＬ向
上のために質の高いケアプランを作成していき
たいと考えています。今後ともよろしくお願い
致します。 

これにより、退院前カンファレンスに積極的に参加し継続した看護の提供を行なっ
ていきたいと考えています。 
次に、在宅療養への円滑な移行や地域生活の復帰に向けた取り組みとして、患者さ
まの試験外泊における訪問看護が認められるようになりました。今まで、外泊中は
実費で訪問看護を使っていただいていましたが、医療保険が適応となったのは画期
的だと思います。保険適応により患者さまの負担軽減が図られ、医療ニーズの高い
患者さまが試験外泊を経て安心して在宅療養することができるようになります。 
最後に、介護職員による痰の吸引および経管栄養が、法的に可能となりました。今
後、看護と介護の機能分担や連携が更に必要になってきます。 
住み慣れた家で、安心して過ごすことができるように取り組んでいます。お気軽に
ご相談ください。 

　医療保険と介護保険のダブル改定で、あわただ
しく新年度がスタートしました。訪問看護はどち
らの保険も関係しており、同じ看護の提供でも、
医療保険と介護保険では算定が違ってきます。 
そこで、退院調整・医療機関と訪問看護ステー
ションとの連携という視点から新制度について紹
介します。 
介護保険において退院時共同指導加算が新設され
ました。早期から退院支援を介入することで予定
外の再入院率・再入院日数が有意に少ないことか
ら報酬に繋がったと思われます。 

上越総合病院福祉関連部門の紹介 
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　このたび、３月９日付で常勤医師が退職しました。その後は皮
膚科常勤医師が不在となり、非常勤医師による週２日の診療と
なりました。 
  
【診療体制】 
週２日（火曜日と木曜日の午後）完全予約制 
診療開始　１５：００　受付終了　１６：３０ 
  
現在皮膚科受診中の患者さまで、引き続き当院での診療を希望
される方が対象です。 
紹介患者さま、初診患者さまを受け入れることはできませんの
で、ご迷惑をお掛け致しますがご了承お願いします。 
入院中の患者さまの皮膚科診療については、従来どおり皮膚科
診療日にて行います。 
  
今後も早期の皮膚科常勤医師確保について、病院として全力で
取り組んでまいりますので、ご理解賜りたくお願い申し上げま
す。 

地域連携センター紹介 

　当院地域連携センターは院長を
センター長とし看護副部長１名、
医療ソーシャルワーカー３名、事
務員２名の配置体制で対応してお
ります。この春より医療ソーシャ
ルワーカーが１名増員となり、地
域連携センター職員一同新たな気
持ちで努めてまいりたいと思って
おります。 

医療機関様からのご紹介・お問い合わせは　　　「地域連携センター」へ 

　　　　　　　　電話　025-524-3000(代表)　ＦＡＸ　025-524-3140 (直通)まで 

当院における今後の皮膚科診療についてお知らせ 
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平成24年4月１日現在

外 山 譲 二

小 原 竜 軌

諸 橋 数 昭

岡 島 正 明

武 井 伸 一

合 志 聡

小 野 知 巳

亀 田 茂 美

小 川 麻

篭 島 充

星 野 和 夫

正 印 航

福 原 信 義

鈴 木 隆

土 谷 修 一

高 橋 早 織

佐 藤 紘 一

藤 田 亘 浩

小 出 則 彦

宮 澤 智 徳

江 塚 勇

荒 川 泰 明

相 田 浩

菅 谷 進

廣 井 威

岡 田 潤 幸

山 脇 芳

坪 田 雅 仁

佐 藤 昭 一

藤 田 和 也

松 本 峰 雄

里 見 定 信

丸 山 正 則

朝 日 丈 尚

江 部 和 勇

引 間 高 太

巻 渕 隆 夫

桑 原 徹

三 浦 嘉 麿

麻 酔 科

放 射 線 治 療 科

病 理 検 査 科

歯 科 口 腔 外 科

泌 尿 器 科

救 急 科

脳 神 経 外 科

産 婦
人 科

生殖医療センター

耳 鼻 咽 喉 科

眼 科

整 形 外 科

腎・糖尿病

腎・糖尿病

循 環 器 内 科

神 経 内 科

小 児 科

外 科

乳腺外来

上越総合病院　診療科　担当医師

内　　科

呼　吸　器

呼　吸　器

呼　吸　器

呼　吸　器

消　化　器

消　化　器

消　化　器


